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Juvenile　 xanthogranulomas　 (JXs)　 are　 benign　 tumors　 that　 arise　 as　 papules　 or　 nod-

ules　 in　 the　 skin　 of　 infants.JXs　 typically　 occur　 in　 the　 skin　 and　 those　 in　 the　 oral　 cavity

are　 rare.We　 report　 a　case　 of　a　JX　 on　 the　 dorsum　 of　the　 tongue.

A17-year-old　 woman　 was　 referred　 to　 our　 hospital　 because　 of　 a　mass　 on　 the　 dorsum　 of

the　 tongue.It　 was　 clinically　 diagnosed　 as　 a　benign　 tumor.We performed tumor excision.

The histopathological diagnosis revealed that the tumor was JX.The patient post-

operative course has been good with no evidence of recorrence.
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家族歴および既往歴:特 記事項な し。

現病歴:出 生時より舌背部に腫瘤を認めてお り,

1歳 時に他院小児科にて細胞診から良性 と判断 さ

れ経過観察のみ受けていた。著変なく経過 してい

たが徐々に違和感が強 くなり切除を希望 し当科受

診となった。

現症および検査所見:顔 貌は左右対称で特記事

項はない。舌背部に直径約3mmの 有茎性,弾 性

軟,表 面平滑,軽 度発赤のある腫瘤 を認めた(写

真1)。

臨床診断:舌 背部良性腫瘍

処置および経過:患 者の都合 により,平 成22

年2月 に切除術 を行 うこととした。初診よ り11

か月が経過 していたが,腫 瘍の大 きさに変化はな

若年性黄色肉芽腫は通常,乳 幼児の皮膚に多発

性の小丘疹 として生 じる。口腔内にも生 じること

があるが極めて稀である。本邦における過去の報

告は下唇 と口蓋に発生 したものが多 く,舌 に発生

した例はない。今回われわれは舌背部に生 じた若

年性黄色肉芽腫の1例 を経験 したのでその概要を

報告する。

患者:17歳,女 性

初診:平 成21年3月

主訴:舌 背部腫瘤の違和感



殖 と核が花冠状に配列 したTouton型 巨細胞 を認

め,若 年性黄色肉芽腫 と確定診断を得た(写 真2)。

術後経過は良好で術後2年7か 月の現在まで再

発等の異常はない。

く炎症所見 もみられなかった。腫瘍は舌後方 に位

置していたため,静 脈内鎮静下に切除術を施行 し

た。腫瘍 は基部より切除 し,創 は縫合閉鎖 した。

病理組織診断にて結合組織中に組織球の限局性増



択 した場合は,病 理組織学的に確定診断が得 られ

ぬままに自然消退 した もの もあると考 えられる。

しか し,口 腔領域に発生 した若年性黄色肉芽腫が

皮膚 と同様 に自然消退することが多いのかという

点については,臨 床所見より診断す ることが難 し

く,ま た発生報告例が少ないため判断できないが,

本症例の経過から考えると疑問がある。

今回われわれは17歳 女性 の舌背部にみ られた

若年性黄色肉芽腫の1例 を経験 したので,そ の概

要 を文献的考察を加 えて報告 した。

本論文の要 旨は,第56回(社)日 本 口腔外科学会 総会 ・学

術大会(2011年10月 大阪)に おいて発表 した。
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黄色肉芽腫は,全 身に単発性または多発性に表

面平滑な丘疹や結節 として発生す る組織球増殖と

脂質蓄積を伴 った肉芽腫性病変である。病理組織

学的所見は同一であるが,出 生時ないしは乳幼児

期に発生 し数年で自然消退す ることが多い若年性

黄色肉芽腫 と,成 人に発生 し比較的自然消退 しに

くい成人型黄色肉芽腫と区別 される。口腔内に生

じることがあるが海外においても,本 邦において

も極めて稀であり,今 回われわれが渉猟 し得た限

り本邦での報告は自験例 を含め11例 であった(表

1)。

これ ら11例 について検討 した結果,発 生部位

は下唇と顎骨内が3例,次 いで口蓋が2例,舌 に

発生 したのは本症例のみであった。病悩期間は数

か月か ら数年 と幅広 く,全 て単発性であった。11

例の中で患者年齢 ・病悩期間から明 らかに若年性

黄色肉芽腫 と診断できるのは6例 であった。本症

例は出生時より病変 を認めており,明 らかに若年

性黄色肉芽腫である。加療を施 した年齢は6例 の

中で最 も高かった。口腔領域に発生 した若年性黄

色肉芽腫は,臨 床所見から正確 に診断することは

困難である。線維腫や粘液嚢胞などの良性腫瘍の

臨床診断の もと,外 科的切除を行った後,病 理組

織像より診断が得られることが多い。本症例にお

いて も線維腫 などの良性腫瘍 と考 え,切 除術 を

行った。また患者の希望などにより経過観察 を選
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